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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第52期

第１四半期連結
累計(会計)期間

第51期

会計期間
自平成21年３月１日
至平成21年５月31日

自平成20年３月１日
至平成21年２月28日

売上高（百万円） 6,655 37,224

経常利益（百万円） 1,033 7,673

四半期（当期）純利益（百万円） 427 4,022

純資産額（百万円） 42,054 42,816

総資産額（百万円） 49,498 51,158

１株当たり純資産額（円） 888.01 887.52

１株当たり四半期（当期）純利益（円） 9.49 89.29

潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益（円） － －

自己資本比率（％） 80.8 78.1

営業活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
507 6,944

投資活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
△2,440 △6,551

財務活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
△495 △2,629

現金及び現金同等物の四半期末（期末）残高（百万円） 15,998 18,427

従業員数（人） 660 658

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．平成20年３月１日付で、株式１株につき1.1株の株式分割を行っております。

４．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。 
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２【事業の内容】

　当第１四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

３【関係会社の状況】

　当第１四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。 

　なお、当社は連結子会社である株式会社ダイセキＭＣＲの株式を平成21年３月２日に追加取得しております。これに

より議決権の所有割合が70％から100％になっております。

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  平成21年５月31日現在

従業員数（人）     660

　（注）　従業員数は、就業人員（当社グループからグループ外への出向者を除き、グループ外から当社グループへの出向

者を含む。）であります。

(2）提出会社の状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  平成21年５月31日現在

従業員数（人）     503

　（注）　従業員数は、就業人員（当社から社外への出向者を除き、社外から当社への出向者を含む。）であります。 
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

(1）生産実績

　当第１四半期連結会計期間における生産実績を事業部門別に示すと、次のとおりであります。

事業部門の名称
当第１四半期連結会計期間
（自  平成21年３月１日  
  至　平成21年５月31日）

環境部門（百万円） 6,363

石油部門（百万円） 92

合計（百万円） 6,455

　（注）１．金額は販売価格によっております。

２．環境部門は処理実績及び再生鉛等製造実績にて記載しております。

３．上記金額には、消費税等は含まれておりません。

(2）商品仕入実績

　当第１四半期連結会計期間における商品仕入実績を事業部門別に示すと、次のとおりであります。

事業部門の名称
当第１四半期連結会計期間
（自　平成21年３月１日  
  至　平成21年５月31日）

石油部門（百万円） 159

合計（百万円） 159

　（注）　上記金額には、消費税等は含まれておりません。

(3）受注実績

　当第１四半期連結会計期間における受注実績を事業部門別に示すと、次のとおりであります。

事業部門の名称 受注高（百万円） 受注残高（百万円）

環境部門 6,230 641

合計 6,230 641

　（注）１．環境部門の受注残高は第１四半期連結会計期間末現在における入荷済処理受託廃棄物等の受託金額で計上し

ており、消費税等は含まれておりません。なお、再生鉛等は見込み生産を行っているため、該当事項はありませ

ん。

２．石油部門は見込み生産を行っているため、該当事項はありません。

(4）販売実績

　当第１四半期連結会計期間における販売実績を事業部門別に示すと、次のとおりであります。

事業部門の名称
当第１四半期連結会計期間
（自　平成21年３月１日  
  至　平成21年５月31日）

環境部門（百万円） 6,379

石油部門（百万円） 273

その他  （百万円） 2

合計（百万円） 6,655

　（注）１．　上記金額には、消費税等は含まれておりません。

２．　その他は賃貸マンション事業であります。
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２【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

３【財政状態及び経営成績の分析】

（1）業績の状況

　当第１四半期連結会計期間におけるわが国経済は、昨年秋以降の百年に一度と言われる世界規模の景気後退を受

け、厳しい状況の中で推移いたしました。

　当社グループの主力事業である産業廃棄物処理・リサイクル事業においても、国内製造業の生産状況は低迷し、既

存顧客からの受託量も大幅に減少いたしました。このため同事業を主に行う当社は大幅な減収減益となりました。

　また昨年後半に鉛価格が大幅に低下した鉛リサイクル事業においては、本年に入り鉛の国際相場が回復し、その影

響を受け再生鉛の販売価格が上昇しつつあります。このため同事業を主力事業とする株式会社ダイセキＭＣＲにお

いては、業績が上昇傾向となってきております。

　土壌汚染の調査・分析・処理事業においては、昨年来の不動産・建設業の不振の影響が大きく、計画された土壌汚

染処理工事も一時中止となるなど、厳しい外部環境となりました。このため、同事業を主力とする株式会社ダイセキ

環境ソリューションは、大幅な減収減益となりました。

　以上の結果、当第１四半期連結会計期間の業績は、売上高6,655百万円、経常利益1,033百万円、四半期純利益427百

万円となりました。

 

　なお、主な事業部門別の業績は次のとおりであります。

 

［環境部門］

　環境部門におきましては、上記のとおり、当第１四半期連結会計期間においては経済環境の悪化の影響を受け、産

業廃棄物中間処理・リサイクル、土壌汚染の調査・分析・処理事業、鉛リサイクル等の主要事業のすべてにおいて

昨年実績を下回りました。以上の結果、環境部門の売上高は6,379百万円という結果となりました。

［石油部門］

　石油部門におきましては、昨年後半からの原油価格下落の影響により、国内石油製品価格は低迷いたしました。ま

た、建設着工件数の低迷や設備投資の低迷をうけ、当社グループの主力製品である離型剤の販売も低迷いたしまし

た。こうした環境下、石油部門においては、引続き量的拡大を志向せず、利益確保の可能な取引を優先する方針を継

続してまいりました。以上の結果、石油部門の売上高は、273百万円となりました。

（2）キャッシュ・フローの状況

　当第１四半期連結会計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、営業活動による資金の獲得

507百万円、投資活動による資金の支出2,440百万円、財務活動による資金の支出495百万円により、前連結会計年度

末に比べ2,428百万円減少し、当第１四半期連結会計期間末には15,998百万円となりました。

　当第１四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　当第１四半期連結会計期間における営業活動によるキャッシュ・フローは、主に法人税等の支払額1,544百万円が

あったものの、税金等調整前四半期純利益847百万円、売上債権の減少額493百万円、減価償却費480百万円等により、

総額では507百万円の収入となりました。

 （投資活動によるキャッシュ・フロー）　

　当第１四半期連結会計期間における投資活動によるキャッシュ・フローは、主に投資有価証券の取得による支出

1,058百万円、子会社株式の取得による支出726百万円、有形固定資産の取得による支出647百万円等により、総額で

は2,440百万円の支出となりました。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　当第１四半期連結会計期間における財務活動によるキャッシュ・フローは、主に配当金の支払額422百万円等によ

り、総額では495百万円の支出となりました。
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（3）事業上及び財務上の対処すべき課題

 　当第1四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

（4）研究開発活動

　当第1四半期連結会計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、24百万円であります。

　なお、当第1四半期連結会計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。 
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　当第１四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

 

(2）設備の新設、除却等の計画

　当第１四半期連結会計期間において、前連結会計年度末に計画した重要な設備の新設、除却等について、重要な変

更はありません。また、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画はありません。 
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 79,200,000

計 79,200,000

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成21年５月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成21年７月15日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 45,124,954 45,124,954

東京証券取引所

（市場第一部）

名古屋証券取引所

（市場第一部）

単元株式数

100株 

計 45,124,954 45,124,954 － －

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

（３）【ライツプランの内容】

 該当事項はありません。

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数(株)

発行済株式総
数残高(株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金増
減額(百万円)

資本準備金残
高(百万円)

 平成21年３月１日～

 平成21年５月31日
 － 45,124,954 － 6,382 － 7,051

　

 

（５）【大株主の状況】

　大量保有報告書等の写しの送付等がなく、当第１四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりませ

ん。

（６）【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載す

ることができないことから、直前の基準日（平成21年２月28日）に基づく株主名簿による記載をしております。 

 

①【発行済株式】                                                               平成21年５月31日現在

　　　　　　　

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

 無議決権株式 － － －

 議決権制限株式（自己株式等） － － －

 議決権制限株式（その他） － － －

 完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　　　　80,500 － －

 完全議決権株式（その他）  普通株式　　44,744,900                447,449 －

 単元未満株式  普通株式　　　 299,554 － －

 発行済株式総数              45,124,954 － －

 総株主の議決権 －                 447,449 －

（注） 「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が1,900株含まれております。ま

　　 た、「議決権の数」の欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数19個が含まれております。

 

②【自己株式等】                                                                 平成21年５月31日現在
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所有者の氏名又は

名称
 所有者の住所

自己名義所有株

式数(株)

他人名義所有株

式数(株)

所有株式数の

合計(株)

発行済株式総数に対

する所有株式数の割

合(％)

 株式会社ダイセキ
名古屋市港区船見

町１番地86
 80,500 －  80,500  0.18

 計  －  80,500 －  80,500  0.18

 

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成21年
３月

４月 ５月

最高（円） 1,781 2,145 1,983

最低（円） 1,275 1,467 1,844

（注）　最高・最低株価は、東京証券取引所市場第一部におけるものであります。

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。  
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、当第１四半期連結会計期間（平成21年３月１日から平成21年５月31日まで）については、「財務諸表等の用

語、様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成20年８月７日　内閣府令第50号）附則第７

条第１項第５号のただし書きにより、改正後の四半期連結財務諸表規則を早期に適用しております。 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第１四半期連結累計期間（平成21年３月１日から平

成21年５月31日まで）に係る四半期連結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツにより四半期レビューを受け

ております。

　なお、監査法人トーマツは、監査法人の種類の変更により、平成21年７月１日付をもって有限責任監査法人トーマツ

となっております。 

EDINET提出書類

株式会社ダイセキ(E04931)

四半期報告書

10/21



１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成21年５月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年２月28日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 16,018 18,440

受取手形及び売掛金 ※3
 5,256

※3
 5,743

たな卸資産 ※1
 1,371

※1
 1,680

繰延税金資産 210 222

その他 482 511

貸倒引当金 △12 △13

流動資産合計 23,326 26,584

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 4,886 4,804

機械装置及び運搬具（純額） 3,089 3,170

土地 9,306 8,905

建設仮勘定 137 406

その他（純額） 148 165

有形固定資産合計 ※2
 17,567

※2
 17,451

無形固定資産

のれん 1,475 1,097

その他 295 298

無形固定資産合計 1,771 1,395

投資その他の資産

投資有価証券 3,747 2,585

繰延税金資産 552 585

その他 2,564 2,587

貸倒引当金 △31 △31

投資その他の資産合計 6,832 5,726

固定資産合計 26,171 24,573

資産合計 49,498 51,158
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（単位：百万円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成21年５月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年２月28日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 ※3
 1,645

※3
 1,870

短期借入金 1,256 1,223

未払法人税等 521 1,577

賞与引当金 31 210

その他 ※3
 2,622

※3
 2,010

流動負債合計 6,077 6,893

固定負債

長期借入金 529 602

退職給付引当金 628 612

役員退職慰労引当金 201 228

その他 6 5

固定負債合計 1,366 1,448

負債合計 7,443 8,341

純資産の部

株主資本

資本金 6,382 6,382

資本剰余金 7,051 7,051

利益剰余金 26,581 26,626

自己株式 △123 △122

株主資本合計 39,891 39,937

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 108 40

評価・換算差額等合計 108 40

少数株主持分 2,055 2,838

純資産合計 42,054 42,816

負債純資産合計 49,498 51,158
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

当第１四半期連結累計期間
(自　平成21年３月１日
　至　平成21年５月31日)

売上高 6,655

売上原価 4,662

売上総利益 1,993

販売費及び一般管理費 ※
 991

営業利益 1,001

営業外収益

受取利息 29

受取配当金 0

その他 5

営業外収益合計 35

営業外費用

支払利息 3

その他 0

営業外費用合計 3

経常利益 1,033

特別利益

固定資産売却益 1

貸倒引当金戻入額 1

特別利益合計 3

特別損失

固定資産除却損 1

投資有価証券評価損 9

たな卸資産評価損 178

特別損失合計 189

税金等調整前四半期純利益 847

法人税、住民税及び事業税 514

法人税等調整額 △144

法人税等合計 369

少数株主利益 50

四半期純利益 427
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：百万円）

当第１四半期連結累計期間
(自　平成21年３月１日
　至　平成21年５月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 847

減価償却費 480

のれん償却額 48

貸倒引当金の増減額（△は減少） △1

賞与引当金の増減額（△は減少） △179

退職給付引当金の増減額（△は減少） 37

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △27

受取利息及び受取配当金 △30

支払利息 3

固定資産売却損益（△は益） △1

固定資産除却損 1

投資有価証券評価損益（△は益） 9

売上債権の増減額（△は増加） 493

たな卸資産の増減額（△は増加） 308

仕入債務の増減額（△は減少） △277

未払金の増減額（△は減少） 336

未払消費税等の増減額（△は減少） △102

その他 92

小計 2,040

利息及び配当金の受取額 14

利息の支払額 △3

法人税等の支払額 △1,544

営業活動によるキャッシュ・フロー 507

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △9

定期預金の払戻による収入 2

投資有価証券の取得による支出 △1,058

保険積立金の積立による支出 △5

保険積立金の解約による収入 0

有形固定資産の取得による支出 △647

有形固定資産の売却による収入 3

無形固定資産の取得による支出 △1

子会社株式の取得による支出 △726

その他 0

投資活動によるキャッシュ・フロー △2,440

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 50

長期借入金の返済による支出 △89

配当金の支払額 △422

少数株主への配当金の支払額 △32

自己株式の取得による支出 △0

財務活動によるキャッシュ・フロー △495

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △2,428

現金及び現金同等物の期首残高 18,427

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 15,998
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

 
当第１四半期連結会計期間
（自　平成21年３月１日
至　平成21年５月31日）

 会計処理基準に関する事項

 の変更

重要な資産の評価基準の変更

たな卸資産

　通常の販売目的で保有するたな卸資産については、従来、主として原価法によっており

ましたが、当第１四半期連結会計期間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業

会計基準第９号　平成18年７月５日公表分）が適用されたことに伴い、原価法（貸借対

照表価額については収益性の低下に基づく簿価切下げの方法）により算定しておりま

す。また、本会計基準を期首たな卸資産の評価から適用したとみなし、期首残高に含まれ

る変更差額を「たな卸資産評価損」として特別損失に178百万円計上しております。

　この結果、従来の方法によった場合に比べて、営業利益及び経常利益はそれぞれ104百

万円増加し、税金等調整前四半期純利益は73百万円減少しております。 

【追加情報】
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当第１四半期連結会計期間
（自　平成21年３月１日
至　平成21年５月31日）

（有形固定資産の耐用年数の変更）

　当第１四半期連結会計期間より、平成20年度の法人税法改正による法定耐用年数の変更を契機として、経済的使用可能

予測期間を見直した結果、構築物及び機械装置について耐用年数を変更しております。

　これにより、営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益は、それぞれ56百万円減少しております。
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第１四半期連結会計期間末
（平成21年５月31日）

前連結会計年度末
（平成21年２月28日）

※１．たな卸資産の内訳は次のとおりであります。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （百万円） 

　　　商品及び製品                             575 

　    仕掛品                                   562

      原材料及び貯蔵品　　　　　　　　　　   　232

　　　　　　計　　　　                 　　　1,371 

 

※２．有形固定資産の減価償却累計額は、13,524百万円で

　　あります。

 

※３．四半期連結会計期間末日満期手形

　　　四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理につい

    ては、当第１四半期連結会計期間の末日が金融機関の

    休日でしたが、満期日に決済が行われたものとして処

    理しております。当第１四半期連結会計期間末日満期

    手形の金額は、次のとおりであります。

（百万円） 

     受取手形       　　                       124

     支払手形                       　　        28

     設備支払手形                     　　       1

 

　４．当社及び連結子会社（北陸ダイセキ株式会社及び株

　　式会社ダイセキ環境ソリューション）においては、運

　　転資金の効率的な調達を行うため取引銀行と当座貸越

　　契約を締結しております。この契約に基づく当第１四

　　半期連結会計期間末の借入未実行残高は次のとおりで

　　あります。 

                                         （百万円）

　　 当座貸越極度額　　　　　　　　　　　　　4,620

　　 借入実行残高　　　　　　　　　            900

     差　引　額　　　　　　　　              3,720　　　　　　 

※１．たな卸資産の内訳は次のとおりであります。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （百万円） 

　　　商品及び製品                             762 

　    仕掛品                                   655

      原材料及び貯蔵品　　　　　　　　　　　　 262

  　　　　　計　　　　　　　               　1,680 

 

※２．有形固定資産の減価償却累計額は、13,083百万円で

　　あります。 

 

※３．連結会計年度末日満期手形

　　　連結会計年度末日満期手形の会計処理については、

　  当連結会計年度の末日が金融機関の休日でしたが、満

    期日に決済が行われたものとして処理しております。

    当連結会計年度末日満期手形の金額は、次のとおりで

    あります。

（百万円） 

     受取手形       　　                       162

     支払手形                       　　        18

     設備支払手形                     　　       1

 

　４．当社及び連結子会社（北陸ダイセキ株式会社及び株

　　式会社ダイセキ環境ソリューション）においては、運

　　転資金の効率的な調達を行うため取引銀行と当座貸越

　　契約を締結しております。この契約に基づく当連結会

    計年度末の借入未実行残高は次のとおりであります。

                                         （百万円）

　　 当座貸越極度額　　　　　　　　　　　　　4,620

　　 借入実行残高　　　　　　　　　            850

     差　引　額　　　　　　　　              3,770　　　　　　

 

（四半期連結損益計算書関係）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成21年３月１日
至　平成21年５月31日）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

  のとおりであります。 

 　　　　　　　　　　　　　　　　　(百万円)

運賃　　　　　　　　　　　　　　　　110 

給料手当及び賞与　　　　　　　　　　309

賞与引当金繰入額　　　　　　　　　　 12

退職給付費用　　　　　　　　　　　 　29

役員退職慰労金引当金繰入額 　　　　 　6
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（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成21年３月１日
至　平成21年５月31日）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

　対照表に掲記されている科目の金額との関係 

（百万円） 

　　現金及び預金勘定　　　　　　　　　　　 16,018 

　　預入期間が３か月を超える定期預金  　　   △19

　　現金及び現金同等物                     15,998

 

（株主資本等関係）

当第１四半期連結会計期間末（平成21年５月31日）及び当第１四半期連結累計期間（自　平成21年３月１日　至　

平成21年５月31日）

１．発行済株式の種類及び総数

  普通株式　　　　　　　　　　　45,124,954株 

 

２．自己株式の種類及び株式数

　普通株式　　　　　　　　　　　81,033株 

 

３．新株予約権等に関する事項

  該当事項はありません。

 

４．配当に関する事項

  配当金支払額

 （決議） 株式の種類
配当金の総額

（百万円）

１株当たり

配当額

（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

 平成21年５月28日

定時株主総会
 普通株式  472  10.5 平成21年２月28日 平成21年５月29日利益剰余金

 

（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】

当第１四半期連結累計期間（自　平成21年３月１日　至　平成21年５月31日） 

　環境部門の売上高及び営業利益は、全セグメントの売上高の合計及び営業利益の合計額に占める割合がいずれ

も90％超であるため、事業の種類別セグメント情報の記載を省略しております。 

【所在地別セグメント情報】

当第１四半期連結累計期間（自　平成21年３月１日　至　平成21年５月31日） 

　本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び重要な在外支店がないため、該当事項はありません。 

【海外売上高】

当第１四半期連結累計期間（自　平成21年３月１日　至　平成21年５月31日） 

　海外売上高がないため該当事項はありません。 
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（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第１四半期連結会計期間末
（平成21年５月31日）

前連結会計年度末
（平成21年２月28日）

１株当たり純資産額 888.01円 １株当たり純資産額 887.52円

２．１株当たり四半期純利益

当第１四半期連結累計期間
（自　平成21年３月１日
至　平成21年５月31日）

１株当たり四半期純利益 9.49円

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。 

　（注）　１株当たり四半期純利益の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
当第１四半期連結累計期間
（自　平成21年３月１日
至　平成21年５月31日）

四半期純利益（百万円） 427

普通株主に帰属しない金額（百万円） －

普通株式に係る四半期純利益（百万円） 427

普通株式の期中平均株式数（千株） 45,044

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

２【その他】

該当事項はありません。 
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成21年７月８日

株式会社ダイセキ

取締役会　御中

有限責任監査法人トーマツ

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 水野　　裕之　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 伊藤　　達治　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ダイセキの

平成21年３月１日から平成22年２月28日までの連結会計年度の第１四半期連結累計期間（平成21年３月１日から平成21年

５月31日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結

キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査

法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ダイセキ及び連結子会社の平成21年５月31日現在の財政状態並

びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと

信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

　（注）　１.上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半

           期報告書提出会社）が別途保管しております。

 　　　　 ２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータは含まれていません。

EDINET提出書類

株式会社ダイセキ(E04931)

四半期報告書

21/21


	表紙
	本文
	第一部企業情報
	第１企業の概況
	１主要な経営指標等の推移
	２事業の内容
	３関係会社の状況
	４従業員の状況

	第２事業の状況
	１生産、受注及び販売の状況
	２経営上の重要な契約等
	３財政状態及び経営成績の分析

	第３設備の状況
	第４提出会社の状況
	１株式等の状況
	（１）株式の総数等
	①株式の総数
	②発行済株式

	（２）新株予約権等の状況
	（３）ライツプランの内容
	（４）発行済株式総数、資本金等の推移
	（５）大株主の状況
	（６）議決権の状況
	①発行済株式
	②自己株式等


	２株価の推移
	当該四半期累計期間における月別最高・最低株価

	３役員の状況

	第５経理の状況
	１四半期連結財務諸表
	（１）四半期連結貸借対照表
	（２）四半期連結損益計算書
	第１四半期連結累計期間

	（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書
	四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更
	追加情報
	注記事項
	事業の種類別セグメント情報
	所在地別セグメント情報
	海外売上高


	２その他


	第二部提出会社の保証会社等の情報
	監査報告書

